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●
歳
入
を
見
る
と
、
企
業
収
益
の

減
少
か
ら
法
人
市
民
税
が
大
幅
な

減
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
市
税
全

体
で
は
７
０
０
０
万
円
の
減
収
と

な
っ
て
い
る
。
一
方
、
国
庫
補
助

金
で
は
普
通
建
設
事
業
の
ま
ち
づ

く
り
交
付
金
事
業
や
防
衛
８
条
事

業
の
増
、
扶
助
費
の
生
活
保
護
費

負
担
金
の
増
な
ど
か
ら
前
年
比

　

・
５
％
、
７
億
７
０
０
０
万
円

３０の
増
と
な
っ
て
い
る
。
自
主
財
源

比
率
は
前
年
度
比
で
０
・
２
％
減

少
し
て　

・
５
％
と
な
っ
て
お
り
、

６９

自
主
財
源
の
確
保
に
努
め
る
と
と

も
に
、
市
税
滞
納
者
へ
の
積
極
的

な
取
り
組
み
を
期
待
す
る
。
歳
出

を
見
る
と
、
障
害
者
介
護
給
付
費

等
給
付
事
業
や
保
育
所
運
営
費
交

付
事
業
の
増
な
ど
か
ら
、
民
生
費

全
体
で
は
前
年
度
比
５
･
８
％
、

３
億
４
０
０
０
万
円
の
増
と
な
っ

て
い
る
。
主
な
事
業
で
は
、
小
児

医
療
費
助
成
の
対
象
年
齢
を
小
学

３
年
生
ま
で
拡
充
し
、
妊
婦
健
康

診
断
の
公
費
負
担
を
２
回
か
ら
５

回
に
拡
充
す
る
な
ど
、
的
確
で
積

極
的
な
施
策
が
展
開
さ
れ
た
も
の

と
評
価
す
る
。
次
に
、
財
政
力
を

示
す
指
標
を
見
て
も
、
市
の
財
政

状
況
が
健
全
な
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
ま
た
、
市
債
は
前
年
度
よ
り

　

億
７
０
０
０
万
円
余
り
減
少
し
、

１３
　

年
度
末
残
高
は
約
１
６
４
億
円

２０と
な
っ
て
お
り
、
市
民
負
担
の
軽

減
に
努
め
て
い
る
。財
政
面
で
は
、

景
気
後
退
に
よ
る
市
税
の
大
幅
な

減
収
な
ど
楽
観
で
き
る
状
況
で
は

な
い
が
、
財
政
の
健
全
性
の
確
保

と
住
民
福
祉
の
向
上
に
努
め
る
よ

う
切
望
し
、本
決
算
に
賛
成
す
る
。

　
　
　
　
　
　

（
市
民
会
議　

）
２１
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平
成　

年
度
一
般
会
計
決
算
は
、
９
月
定
例
会
最
終
日
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

２０

議
決
に
先
立
ち
、
同
決
算
に
対
す
る
討
論
が
行
わ
れ
、
５
人
の
議
員
か
ら
賛
成
意
見

が
、
２
人
の
議
員
か
ら
反
対
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
昨
年
度
は
本
市
に
と
っ
て
、
市

制
施
行　

周
年
を
迎
え
る
と
と
も

３０

に
、
笠
間
市
長
に
と
っ
て
も
新
た

な
船
出
の
年
で
あ
っ
た
。
こ
う
し

た
中
、新
規
事
業
の
成
果
と
し
て
、

ま
ず
、
図
書
館
へ
の
指
定
管
理
者

制
度
の
導
入
が
あ
っ
た
。
開
館
日

数
を
増
や
し
、
図
書
相
談
体
制
を

充
実
す
る
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
が
提

供
さ
れ
、
利
用
者
数
や
貸
出
件
数

が
増
加
し
た
点
を
評
価
す
る
。
次

に
、
将
来
の
本
市
の
道
筋
を
定
め

る
後
期
基
本
計
画
策
定
へ
の
着
手

で
は
、
審
議
会
の
開
催
や
ま
ち
づ

く
り
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
な
ど
で

「
緑
と
文
化
が
薫
る
ふ
れ
あ
い
の

ま
ち　

あ
や
せ
」
の
実
現
に
向
け

た
取
り
組
み
が
な
さ
れ
た
。ま
た
、

農
業
、
商
業
、
工
業
の
各
種
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
策
定
事
業
と
し
て
、

基
礎
調
査
や
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
、
施
策
の
方
向
性
が
検
討

さ
れ
た
。
綾
瀬
ら
し
さ
や
綾
瀬
の

魅
力
づ
く
り
を
目
指
し
、
夢
と
希

望
が
持
て
る
プ
ラ
ン
の
策
定
を
望

む
。
継
続
事
業
で
は
、（
仮
称
）稲

荷
山
運
動
公
園
の
芝
生
グ
ラ
ウ
ン

ド
と
周
辺
の
整
備
や
綾
西
小
学
校

●
財
政
健
全
化
法
に
基
づ
き
、
財

政
健
全
化
４
指
標
が
公
表
さ
れ
て

い
る
が
、
平
成　

年
度
も
、
実
質

２０

赤
字
比
率
と
連
結
実
質
赤
字
比
率

は
、
と
も
に
赤
字
を
示
し
て
い
な

い
。
ま
た
、
実
質
公
債
費
比
率
が

　

・
５
％
、
将
来
負
担
比
率
も
１

１０１
２
・
３
％
と
健
全
化
判
断
比
率

は
い
ず
れ
も
早
期
健
全
化
基
準
を

下
回
り
、
健
全
化
が
維
持
さ
れ
て

い
る
。
主
な
事
業
を
見
る
と
、
後

期
基
本
計
画
策
定
に
着
手
し
た
。

行
政
経
営
の
目
標
を
示
す
だ
け
で

な
く
、
市
民
と
共
通
の
ま
ち
づ
く

り
の
目
標
と
し
て
、
市
民
の
目
線

に
立
っ
た
計
画
づ
く
り
を
願
う
。

こ
の
ほ
か
、
い
く
つ
か
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
の
策
定
が
行
わ
れ
て
い
る

が
、
十
分
な
連
携
を
要
望
す
る
。

ま
た
、
小
児
医
療
費
助
成
の
対
象

年
齢
を
小
学
３
年
生
ま
で
拡
充
し
、

小
児
の
福
祉
増
進
を
目
指
す
と
と

も
に
、
待
機
児
童
解
消
の
た
め
、

民
間
保
育
所
に
施
設
整
備
費
を
助

成
し
、
子
育
て
支
援
を
推
進
す
る

事
業
を
展
開
し
た
。
さ
ら
に
、
介

護
サ
ー
ビ
ス
の
見
込
量
や
施
設
の

定
員
総
数
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
た

高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
が
策
定
さ

れ
る
な
ど
、
将
来
の
取
り
組
み
に

意
を
払
っ
た
こ
と
を
評
価
す
る
。

時
代
の
流
れ
と
と
も
に
、
市
民
の

行
政
需
要
は
多
様
に
な
っ
て
い
る
。

市
民
、
議
会
、
行
政
が
一
丸
と
な

り
、
厳
し
い
経
済
情
勢
を
乗
り
越

え
ら
れ
る
行
政
経
営
が
必
要
で
あ

る
。
限
ら
れ
た
財
源
を
効
率
よ
く

最
大
限
の
効
果
を
上
げ
る
よ
う
、

健
全
な
財
政
運
営
に
努
め
る
こ
と

を
要
望
し
、本
決
算
に
賛
成
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
公
明
党
）

一般会計決算歳入・歳出の状況

２４５億�
７，６８０万円�

歳入総額�
２３９億�

３，１２１万円�

歳出総額�

市税市税�
１４２億１，４２０万円万円�
（５７．８％）�

市税�
１４２億１，４２０万円�
（５７．８％）�

民生費民生費�
６２億５，３５５万円万円�
（２６．１％）�

土木費土木費�
５１億６７１万円万円�
（２１．３％）�

教育費教育費�
３０億８，９１９万円万円�
（１２．９％）�

総務費総務費�
３１億３，０３２万円万円�
（１３．１％）�

衛生費衛生費�
２１億７，３０３万円万円�
（９．１％）�

公債費公債費�
１９億４，００９万円万円（８．１％）�

消防費消防費�
１０億４，７６７万円万円（４．４％）�

その他�
５億７，８２５万円万円�
（２．４％）�

商工費商工費�
６億１，２４０万円万円�
（２．６％）�

民生費�
６２億５，３５５万円�
（２６．１％）�

土木費�
５１億６７１万円�
（２１．３％）�

教育費�
３０億８，９１９万円�
（１２．９％）�

総務費�
３１億３，０３２万円�
（１３．１％）�

衛生費�
２１億７，３０３万円�
（９．１％）�

公債費�
１９億４，００９万円（８．１％）�

消防費�
１０億４，７６７万円（４．４％）�

その他�
５億７，８２５万円�
（２．４％）�

商工費�
６億１，２４０万円�
（２．６％）�

地方消費税交付金�
８億１５６万円（３．３％）�

県支出金�
１１億２，６８８万円�
（４．６％）�

国有提供施設等所在�
市町村助成交付金等�
１１億２，６１２万円（４．６％）�

市債市債�
２億３，１６０万円万円（０．９％）�
地方特例交付金地方特例交付金�
２億２，２１９万円万円（０．９％）�
地方譲与税地方譲与税�
２億１，６５６万円万円（０．９％）�
地方交付税地方交付税�
１億８，２７５万円万円（０．７％）�
自動車所得税交付金動車所得税交付金など�
３億５８万円万円（１．２％）�

市債�
２億３，１６０万円（０．９％）�
地方特例交付金�
２億２，２１９万円（０．９％）�
地方譲与税�
２億１，６５６万円（０．９％）�
地方交付税�
１億８，２７５万円（０．７％）�
自動車所得税交付金など�
３億５８万円（１．２％）�

諸収入�
９億４，５８４万円�
（３．９％）�

国庫支出金�
３２億８，５５６万円�
（１３．４％）�

繰越金�
１３億９，８００万円�
（５．７％）�

分担金及び�
負担金�
１億９，３９２万円�
（０．８％）�

使用料及び�
手数料など�
３億３，１０３万円�
（１．３％）�

校
舎
の
増
築
・
防
音
工
事
な
ど
の

小
学
校
施
設
整
備
事
業
、
市
民
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
改
修
な
ど
市

民
生
活
重
視
の
政
策
を
優
先
し
、

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
市
民
の

た
め
の
市
政
運
営
を
着
実
に
進
め

た
こ
と
を
高
く
評
価
す
る
。
今
年

度
も
、
市
民
が
何
を
考
え
何
を
望

ん
で
い
る
の
か
を
的
確
に
と
ら
え
、

誰
も
が
永
く
住
み
続
け
た
い
と
思

え
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と

を
要
望
し
、本
決
算
に
賛
成
す
る
。

　
　
　
　
　
　

（
改
綾
ク
ラ
ブ
）

●
平
成　

年
度
一
般
会
計
歳
入
歳

２０

出
決
算
を
見
る
と
、
歳
入
は
２
４

５
億
８
０
０
０
万
円
で
、
対
前
年

度
比
１
･
０
％
、
２
億
３
０
０
０

万
円
の
増
。
歳
出
は
２
３
９
億
３

０
０
０
万
円
で
、対
前
年
度
比
４
・

３
％
、
９
億
８
０
０
０
万
円
の
増

と
な
っ
て
い
る
。
主
な
成
果
と
し

て
、
市
民
協
働
で
は
、
寺
尾
天
台

自
治
会
館
が
完
成
し
た
。
地
域
活

動
が
よ
り
活
発
に
な
る
も
の
と
期

待
す
る
。
安
全
･
安
心
で
は
、
通

学
路
の
カ
ラ
ー
舗
装
や
小
・
中
学

校
の
ガ
ラ
ス
飛
散
防
止
フ
ィ
ル
ム

設
置
が
行
わ
れ
た
。
安
全
が
確
保

さ
れ
、
保
護
者
も
安
心
し
て
学
校

に
送
り
出
せ
る
。
教
育
･
文
化
で

は
、
綾
西
小
学
校
の
増
築
や
綾
瀬

小
学
校
の
新
築
工
事
に
向
け
た
実

施
設
計
が
行
わ
れ
て
い
る
。ま
た
、

綾
瀬
・
春
日
台
両
中
学
校
に
武
道

場
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
市
民

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
改
修
に
着

手
す
る
な
ど
、
教
育
環
境
の
基
盤

が
強
化
さ
れ
た
。
保
健
･
医
療
・

福
祉
で
は
、障
害
者
作
業
施
設「
希

望
の
家
」
が
建
て
替
え
ら
れ
た
。

障
害
者
の
福
祉
向
上
を
期
待
す
る
。

ま
た
、
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
の
相

談
相
手
と
し
て
、
シ
ニ
ア
あ
っ
た

か
相
談
員
が
配
置
さ
れ
、
大
変
好

評
を
得
て
い
る
。
ま
ち
づ
く
り
で

は
、（
仮
称
）稲
荷
山
運
動
公
園
に

芝
生
グ
ラ
ウ
ン
ド
や
軟
式
野
球
場

を
整
備
し
た
。
多
数
の
市
民
の
利

用
を
期
待
す
る
。以
上
、　

年
度
の

２０

市
政
運
営
は
高
く
評
価
さ
れ
る
も

の
と
し
て
、ま
た
、今
後
、感
度
の

良
い
市
政
運
営
が
な
さ
れ
る
こ
と

を
期
待
し
、本
決
算
に
賛
成
す
る
。

　
　
　
　
　
　

（
新
綾
ク
ラ
ブ
）

●
財
政
健
全
化
指
標
か
ら
見
た
市

の
財
政
状
況
は
、
赤
字
か
黒
字
か

の
適
正
値
で
あ
る
実
質
収
支
比
率

が
３
・
３
％
、
財
源
の
余
裕
度
で

あ
る
財
政
力
指
数
は
１
・　

と
な

０８

っ
た
。
平
成　

年
度
か
ら
は
財
政

２２

力
指
数
は
上
が
る
仕
組
み
で
、
全

国
の
半
分
が
不
交
付
団
体
に
な
る
。

何
が
市
民
の
生
活
に
と
っ
て
豊
か

と
判
断
す
る
の
か
、
十
分
考
慮
す

る
必
要
が
あ
る
。
義
務
的
経
費
で

あ
る
人
件
費
は
構
成
比　

・
６
％

２３

で
、
団
塊
世
代
の
退
職
者
が
最
も

多
く
な
る
時
期
を
、
十
分
考
慮
し

た
財
政
の
執
行
が
必
要
で
あ
る
。

維
持
補
修
費
は
前
年
度
比
２
０
０

０
万
円
の
増
で
、
構
成
比
も
１
・

２
％
と
高
く
、
長
期
計
画
の
中
で

維
持
補
修
費
が
最
大
と
な
る
時
期

を
把
握
し
、
将
来
も
実
施
可
能
な

計
画
策
定
が
求
め
ら
れ
る
。
市
債

残
高
は
市
民
一
人
当
た
り　

万
円

５０

余
で
、
昨
年
度
決
算
時
よ
り
減
と

な
っ
て
い
る
。
各
種
事
業
へ
の
補

助
金
は
、
具
体
的
か
つ
適
正
な
見

直
し
が
早
期
に
実
行
さ
れ
る
こ
と

を
望
む
。
教
育
関
係
で
は
、
国
際

理
解
教
育
や
教
育
支
援
事
業
な
ど

で
子
ど
も
の
視
線
に
立
っ
た
支
援

を
進
め
、
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と

り
が
笑
顔
で
生
活
で
き
る
教
育
を

望
む
。
今
後
の
少
子
高
齢
化
社
会

を
見
据
え
、
病
院
な
ど
を
含
め
た

住
民
の
生
活
に
と
っ
て
必
要
最
低

限
の
基
盤
整
備
を
行
う
時
代
に
な

っ
て
い
る
。
混
迷
加
速
す
る
経
済

環
境
の
中
、
新
政
権
の
下
で
今
ま

で
以
上
に
市
民
が
自
治
す
る
時
代

に
向
け
て
着
々
と
市
政
が
進
め
ら

れ
る
こ
と
を
希
望
し
、賛
成
す
る
。

賛

成

賛

成


